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標   題： Chemopreventive properties of pinoresinol-rich olive oil involve a selective 

 activation of the ATM-p53 cascade in colon cancer cell lines  
高ピノレシノールオリーブ油の化学予防特性は 
結腸癌細胞におけるATM-p53カスケードの選択的活性化と関連する 
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要   旨：   地中海食事はエクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油が多くて結直腸癌の低い発症率

と関連する。エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油は抗癌活性のあるフェノール抽出物

を含有する。 
    目 的： エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油フェノール抽出物の抗癌活性を in vitro系で

評価すること。 
 
    方 法： エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油２種類(A と B)のフェノール組成を測定した。 

エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油でRKOとHCT116細胞(p53遺伝子が活発)、
SW480細胞(p53突然変異)およびHST116p53-/-(p53不活性化)細胞を処理し
て、細胞の生存を評価した。 
アポトーシスを末端デオキシヌクレオチジル トランスフェラーゼニック
エンドラベル化(TUNEL)試験およびBax転写量で測定した。 
細胞周期分析をフローサイトメトリーおよびウエスタンブロットで行っ

た。データを確認するために、細胞の生存および細胞周期の分析を精製した

ピノレシノールで実施した。 
 
    結 果： エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油Aで主なフェノールはピノレシノール、エク

ストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油Bではオレオカンタールと化学的性質で示された。 
         エクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油Aだけが細胞の生存に影響し、p53遺伝子が

活発な細胞で有意に明白であった。200nMの濃度で p53活発細胞において
アポトーシスおよびG2/M停止の増加が示された。 

         p53活発細胞において毛細血管拡張性マスタードとその下流調節タンパク
が処理後にアップレギュレートされ、サイクリンB/cdc2の低下と並行した。 

         純粋のピノレシノールで細胞の生存および細胞周期でに同一の結果が得

られたが、これにはエクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油A中よりも高い濃度を必要
とした。 

 
    結 論： 我々の結果で、高ピノレシノールのエクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油抽出物は

強力な細胞保護特性を有し、ATM-p53カスケードを特にアップレギュレー
トすると明らかに示された。この結果は精製ピノレシノールよりもかなり低

いエクストラﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中濃度で達成されたので、オリーブ油中の各

種ポリフェノール間の相乗作用が示される。 
 


